
RECOVER

*** 対話型バージョン ***

RECOVER [ ファイル名 ] ;

機能:

RECOVERは以前に中断した TSP セッションからコマンド列を回復します.

使用法:

RECOVERによって, 以前のセッションでの一連のコマンドを異常終了した時点で回復させることが出来

ます. ほとんどの場合 TSP は自動的に中断したセッションを回復しますから, このプロシジャーは必ずし

も必要ありません. しかしながら, もしディレクトリを変えたり, INDX.TMP の名を付け変えたりします

と, セッションを回復するのにこのプロシジャーを使わなくてはいけません.

回復する過程では, 入力したコマンドをリストアーしますが, それらを実行しません { 長いセッションの場

合これはコストが高くつきますから, 必ずしも全部の結果を複製する必要はありません. そこで, 回復後に

セッションを REVIEWし , それから処理する必要があって保存してある行の区間を EXEC することを強

く勧めます.

対話型セッションの間, TSP は現在のディレクトリーに INDX.TMP ファイルを作り, それまで入力した

全てのコマンドを特別なフォーマット (番号付き, キー付き入出力)で書きこんでいます. このファイルは,

REVIEW, EDIT, EXEC, 等々ではいつでも参照されます. プログラムを正常に終わると, このファイル

はコマンドを含む BKUP.TSPという順ファイルを作るのに使われ, INDX.TMP は削除されます. プログ

ラムが異常に終了すると, INDX.TMP はそのまま存在し , BKUP.TSPは作られません. 対話型 TSP をス

タートする度に, INDX.TMP ファイルが現在のディレクトリーにあればこのファイルの回復が自動的にお

こなわれます.

このコマンドによって別のファイルを回復する場合は, そのファイルは TSPによって INDX.TMP ファイ

ルとして作られたファイルでなければなりません.

RECOVERに対するファイル名は, INPUT や OUTPUT と同じ方法で行います. コマンド行にファイル

名を書いてもよいですが, 別のディレクトリーにあるファイルや, 違う拡張子のついたファイルを回復した

い時には, それを促進するようにすることが出来ます.
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